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後に、on/off 課題をそれぞれ30秒間ずつ 5 回繰り返した。刺激提示時間は3.5秒で、刺激間間隔は0.25秒
とした。すなわち、30秒間に 8 回の刺激提示とした。on conditionでは、被検者の方向（正面）を見ている





で、スライス厚 7 mm 、ギャップ0.7 mm、14枚のスライスを取得した。
測定パラメータは、TR = 3000、  TE = 40msとした。統計解析は、Brain Activation and Morphological
Mapping software（University of Cambridge, UK）を用いて行なった（p<0.05）。
〔結果〕















































0.7 mm、14枚のスライスを取得した。統計解析は、Brain Activation and Morphological Mapping software
（University of Cambridge, UK）を用い、p<0.05を有意基準とした。
　正答率は、自閉症患者と健常者とで同等であり、2群間に有意差は認められなかった。fMRIでは、健常
群は患者群に比べ、左中心前回、両側中心左中前頭前回、右頭頂間溝、及び両側下頭頂回において有意
に高い活性を認めた。一方、患者群は健常群に比べ、左上側頭回、右島、及び右内側前頭葉において有
意に高い活性を認めた。
　視線弁別のタスク負荷に対し、自閉症患者群において健常群に比べより高い賦活が見られた部位は、
内側前頭葉と上側頭回であった。これらの脳部位は先行研究において示されている、「心の理論」に関連
する脳部位と一致している。健常者の「心の理論」のタスクと視線処理のタスクの研究においては内側前
頭葉及び上側頭回の2領域が共に賦活されることが示されている。今回、高機能自閉症患者において、そ
れらの部位に視線弁別時により強い賦活が見られたことは、自閉症患者では他者の視線を処理する際に、
「心の理論」に関連する脳領域に必要とされる以上の脳機能亢進が生じていることが示唆された。感情の
判断には扁桃体も関与することが知られているが、今回の研究では情緒的要素を含まない視線弁別のタ
スクを用いたために扁桃体の賦活に差が認められなかったと考えられる。また自閉症患者における視線
弁別タスクでは、上記以外に島や、中心前回、中前頭回、頭頂間溝領域において健常者とは異なる賦活
パターンが見られ、自閉症患者では広範な脳の機能に障害が存在している可能性が示唆されるが、その
詳細な意義については今後のさらなる研究を待たねばならない。今回の研究では「心の理論」の一側面で
ある視線弁別に焦点をおいたが、得られた結果は「心の理論」の機構解明の一助になるものと思われた。
　審査委員会では、申請者らが今まで示されていなかった高機能自閉症患者における視線弁別時の脳機
能の変化を明らかにしたことを高く評価した。さらに本研究は、自閉症における「心の理論」の理解をさ
らに深め、今後の自閉症患者の治療や社会生活の改善に寄与する貴重な研究であると評価した。
　審査の過程において、申請者に対して次のような質問がなされた。
1） 患者被験者に対する倫理的配慮について
2）表情認知と視線弁別の違いについて
3）タスクの顔の向きと賦活部位について
4）賦活部位の左右差について
5）低年齢の自閉症ではどのような結果が予想されるか
6）自閉症が男性に多いのは何故か
7）自閉症患者の反復行動について
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8）自閉症患者の脳の形態学的変化について
9）自閉症患者における脳内神経伝達物質の変化について
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
に相応しいと審査員全員一致で評価した。
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